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青森河川国道事務所 

 

 岩木川から導水を本格運用 
～弘前城周辺の水環境を改善するための取り組み～ 

 

弘前公園は、弘前城や濠の桜並木が全国でも有数の規模を誇り、桜祭り期間中は  

約２００万人の観光客が訪れる、日本を代表する桜の名所です。 

しかし、弘前公園の濠においては、悪臭やアオコが発生するなど水質の悪化が問題と

なっていました。弘前市では様々な取り組みを実施し、長年、水質の改善に努めてきま

したが、効果が十分でなかったことから、弘前市と国土交通省において抜本的な対策を

検討し、岩木川から導水し水質を改善する社会実験を平成２０年から５年間実施しまし

た。 

このたび、社会実験を踏まえ、平成２５年４月より岩木川から本格的に導水を行いま

す。これにより、長年の懸案であった弘前城濠水源・水質問題が解決される運びとなり

ます。 

 なお、４月８日（月）１４：００から、「さくら川（外濠）」への導水確認を行います。 

確認場所：弘前市民会館出入口付近 

 

■資料：弘前市長コメント「弘前城周辺の水環境を改善するための取り組み」 

弘前城周辺の水環境を改善するための取り組みパンフレット 

 

発表記者会：青森県政記者会、弘前市記者室、津軽新報社、建設関係専門紙 

問い合わせ先 

     弘前市 ℡０１７２－３５－１１１１（代表） 

           建設部土木課長  長内 清美 

           商工観光部公園緑地課長  古川 勝 

     国土交通省東北地方整備局青森河川国道事務所 

℡０１７－７３４－４５６０（調査第一課直通） 

           調査第一課長  樋川 満 



「弘前城周辺の水環境を改善するための取り組み」 
 
 弘前公園は、市民の憩いの場であるとともに、史跡弘前城跡やさくらを求め

て全国から観光客が訪れる当市のシンボルであります。 
しかし、弘前公園内の濠は、昭和５０年代ころから、水質の悪化による悪臭

やアオコの発生が問題となっており、市では、長年にわたり、井戸水や微生物

などによる浄化を試みてまいりましたが、十分な効果が得られなかったところ

であります。 
平成１１年より国土交通省と共同で、浄化に向けた検討を進め、平成２０年

からは、岩木川の水を導水して弘前城の濠を浄化する社会実験に着手いたしま

した。５年間の社会実験で、水質の向上や、悪臭の減少など一定の効果を得ら

れたことから、平成２５年４月から本格運用を始めるものであります。 
これまで、連携して濠の水質問題に取り組んでいただきました国土交通省に

深く感謝の意を表するものであります。 
 本格運用後は、継続的に濠の浄化が図られることから、これを契機に弘前公

園をより一層魅力ある公園として整備してまいりたいと考えております。 

 
 

平成２５年３月２７日 

 

弘前市長 葛 西 憲 之 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ２５ 年 ３ 月 

弘   前   市 

青森河川国道事務所 
 

 

桜の名勝地である弘前城の濠は自己水源が乏しく、水循環

不足による濠の水質悪化、悪臭が観光面などに影響を及ぼす

など問題化しています。弘前市と国土交通省が連携して、岩

木川の河川水を利用した弘前城周辺の水環境改善を行いま

す。 



１．取り組みの経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．導水による水環境の改善 

 社会実験において、弘前城濠に岩木川の水を導水することで、社会問題となっていた悪臭・アオコの発生、

水質悪化は解消されることがわかりました。潤いのある水辺空間・水辺環境が創出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水量減少時の西濠（二階堰川）         導水中：さくら祭り期間中の西濠（二階堰川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

導水開始時期前の外濠（さくら川）           導水中の外濠（さくら川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

導水前：水の循環が無くアオコが発生         導水中：水の循環によりアオコ発生が解消 

 弘前城濠は、水循環不足により悪臭やアオコが発生し、弘前市議会では昭和 55 年から長年にわたり

濠の水質悪化が取り上げられ社会問題化していました。 

 弘前市では、井戸水による浄化や微生物を利用した浄化などの対策を実施しましたが、水質の改善や

悪臭の解消には至りませんでした。 

 平成 11 年に弘前市は国土交通省に要望を出し、冬期間に融雪用の水を流す施設を活用した弘前城周

辺の水環境改善に向けて、共同の取り組みが始まり、水質調査などが行われました。 

 平成 19 年に周辺農地への用水の減量が決まり、また、津軽ダム完成後は、岩木川としての必要な流

量が確保されることが確実となったことを受けて、平成 19 年 11 月 1 日より平成 24 年 11 月 30

日までの約 5 年間、弘前市と国土交通省による「弘前城周辺の水環境改善のとりくみ」として社会実

験を行い、その結果を踏まえて平成２５年４月から本格運用することになりました。 



 ３．取り組みの概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国と弘前市が共同の取り組みとして、水環境改善のための導水を実施します 

１．岩木川を管理する国土交通省と、二階堰川・西濠・外濠を管理する弘前市が、その河川・濠の水環

境改善を目的に導水 

 ① 国土交通省は弘前城周辺の水環境改善のために、 

岩木川から最大 0.8m3/s を取水します。 

 ② その内、弘前市は最大 0.08m3/s を外濠（さくら川）へ 

   導水します。 

      ※上記①及び②について、下の図にその場所を示す。 

２．取水をする岩木川の河川流量に配慮しながら取水する 

３．津軽ダムの完成により、上岩木橋地点として必要な流量が安定的に 

確保されます。この取り組みでは、その流量以上の水量を有効的に活用します。 

【西濠（二階堰川）の必要量】 

・観光地としての景観に配慮した流量は概ね 0.6m3/s 

・さくら祭り期間（4 月 20 日～5 月 10 日）は、概ね 0.7m3/s 

    → さくら祭りの景観及びボートの航行が可能な水深（約 60 ㎝）を確保します。 

※0.2m3/s 以上の導水で水質基準を満足、かつ、悪臭の解消が図られます。 

【外濠（さくら川）の必要量】 

・概ね 0.04 m3/s とするが、導水開始時期（さくら祭り期間前）は一時的に 0.08m3/s とします。 

凡 例

：河川
：農業用水路（他目的利用契約締結）
：導水ルート
：弘前城濠

■導水は 4 月 1 日～11 月 30 日の期間で行います。 

 消流雪用水が導水されている期間（12 月 1 日～翌年 3 月 31 日）を除く、4 月 1 日から 11 月 30 日

までの 8 ヶ月間、最大 0.8m3/s の導水を可能とします。 

①  

②  

＜上岩木橋地点＞ 

1/1 2/1 3/1 4/1 4/5 4/15 5/10 6/1 7/1 8/1 9/6 10/1 11/1 12/1

：西濠（二階堰川）への導水量 ：外濠（さくら川）への導水量

融雪用の水を
流す期間

融雪用
の水を流
す期間

農業用水が流れる期間

取り組みにより導水する期間

0.6m3/s 0.7m3/s 0.6m3/s

0.04～0.08m3/s 0.04m3/s （１６時間稼働）

弘前さくら祭り ●

卍フェスティバル

弘前城菊と紅葉祭り弘前城雪灯籠祭り

五所川原
正常流量 概ね19m3/s

二階堰川
（相馬地区）

上岩木橋
正常流量 概ね5m3/s

弘前上水道取水堰

平川

土淵川

西濠（二階堰川）

二階堰川
（栄町地区）

外濠（さくら川）

岩木川

導水ポンプ
（都市計画公園事業）

消流雪取水
樋門

統合頭首工



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘前市 土木課・公園緑地課 

〒０３６－８５５１ 青森県弘前市大字上白銀町１－１ 

℡０１７２－３５－１１１１（代） Fax０１７２－３９－７１１９ 

 

国土交通省東北地方整備局 青森河川国道事務所 

〒０３０－０８２２ 青森県青森市中央３－２０－３８ 

＜調査第一課＞ 

℡０１７－７３４－４５６０  Fax０１７－７２２－２５４０ 
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